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論
　
稿

沖
縄
県
伊
是
名
島
の
美
織
所
伝
説

原
　
田
　
信
　
之

（

日
本
文
学）

沖
縄
県
伊
是
名
島
に
あ
る
チ
ジ
ン
山
の
中
腹
に
、
美
織
所（

チ
ュ
ラ
ウ
ィ
ン
ジ
ョ）

と
呼
ば
れ
る
平
ら
な
岩
が
あ
る
。
こ
の
岩
に
は
イ

ハ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（

伊
平
屋
の
松
金）

と
伊
江
島
の
ナ
カ
ン
カ
リ
マ
カ
ト（

仲
村
渠
真
嘉
戸）

と
の
悲
恋
の
伝
説
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

マ
カ
ト
は
松
金
に
会
う
た
め
に
伊
是
名
島
に
来
て
、
こ
の
岩
の
上
で
、
恋
人
に
贈
る
手
ぬ
ぐ
い
に
す
る
た
め
の
布
を
織
っ
た
と
い
う
。
一

方
の
伊
江
島
で
は
、
マ
カ
ト
は
嫉
妬
し
た
伊
江
島
の
青
年
た
ち
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
海
に
身
投
げ
し
、
松
金
も
後
を
追
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
伊
是
名
島
の
伝
承
と
伊
江
島
の
伝
承
に
は
微
妙
に
異
な
る
点
が
あ
り
、
伊
江
島
で
は
伊
是
名
島
の
美
織
所
の
こ
と
は
全
く
語
ら

れ
な
い
。
琉
歌「

仲
村
渠
節」
は
マ
カ
ト
の
恋
物
語
を
歌
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
近
年
、
石
垣
島
で
組
踊「

仲
村
渠
真
嘉
戸」

の
台
本
が

発
見
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
か
つ
て
マ
カ
ト
の
恋
物
語
が
沖
縄
各
地
で
広
く
知
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
仲
村
渠

マ
カ
ト
と
美
織
所
に
ま
つ
わ
る
伝
説
は
、
南
西
諸
島
に
お
け
る
伝
説
の
伝
播
の
問
題
や
事
物
起
源
伝
説
の
問
題
等
を
考
え
る
際
に
も
重
要

な
て
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。（

キ
ー
ワ
ー
ド）

仲
村
渠
節
、
ナ
カ
ン
カ
リ
マ
カ
ト
、
美
織
所
、
伊
是
名
島
、
組
踊

は
じ
め
に

南
西
諸
島
各
地
で
は
多
く
の
悲
恋
物
語
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
な
か
で
良
く

知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
に
、
イ
ハ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（

伊
平
屋
の
松
金）

と
ナ
カ
ン
カ
リ
マ

カ
ト（

仲
村
渠
真
嘉
戸
・
仲
村
柄
真
嘉
戸）

の
悲
恋
物
語
が
あ
る
。
伊
平
屋
の
松
金
は
伊
是

名
島
の
男
性
で
、
ナ
カ
ン
カ
リ
マ
カ
ト
は
伊
江
島
の
女
性
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
琉
歌「

仲
村
渠
節」

は
ナ
カ
ン
カ
リ
マ
カ
ト
の
恋
物
語
を
歌
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

沖
縄
本
島
北
部
の
本
部
半
島
の
北
方
海
上
約
三
十
キ
ロ
に
位
置
し
て
い
る
伊
平
屋
列
島
は
、

伊
平
屋
村
に
属
す
伊
平
屋
島
・
野
甫
島
と
、
伊
是
名
村
に
属
す
伊
是
名
島
・
屋
ノ
下
島
・
屋

那
覇
島
・
降
神
島
・
具
志
川
島
と
を
合
わ
せ
て
大
小
七
つ
の
島
々
か
ら
な
り
、
か
つ
て
は

「
伊
平
屋
の
な
な
は
な
り（

七
離
れ）」

と
呼
ば
れ
、
伊
平
屋
島
と
も
総
称
さ
れ
た
。
ま
た
、

伊
平
屋
村
を
後
地（

ク
シ
ジ）

、
伊
是
名
村
を
前
地（

メ
ー
ジ）

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
現
在
、

伊
平
屋
村
に
は
田
名
・
前
泊
・
我
喜
屋
・
島
尻
・
野
甫
の
各
集
落
が
あ
り
、
伊
是
名
村
に
は

内
花
・
諸
見
・
勢
理
客
・
仲
田
・
伊
是
名
の
各
集
落
が
あ
る
。
伊
平
屋
列
島
に
は
藤
貞
幹

『

衝
口
発』

と
本
居
宣
長『
鉗
狂
人』

の
論
争
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
降
臨
神
話
が
伝
承
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さ
れ
て
い
る�

１
�。

ま
た
、
こ
の
伊
平
屋
列
島
の
、
伊
平
屋
島
か
ら
第
一
尚
氏
、
伊
是
名
島
か
ら

第
二
尚
氏
の
始
祖
が
出
て
お
り
、
そ
の
点
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
島
々
で
あ
る�

２
�。

マ
カ
ト
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
伊
江
島
は
沖
縄
本
島
北
部
の
本
部
半
島
備
瀬
崎
の
西
方
海

上
約
五
キ
ロ
に
位
置
し
て
い
る
。
伊
江
島
の
北
東
海
上
約
二
十
キ
ロ
に
伊
是
名
島
が
あ
り
、

伊
是
名
島
に
あ
る
チ
ジ
ン
山
の
中
腹
に
美
織
所（

チ
ュ
ラ
ウ
ィ
ン
ジ
ョ）

と
呼
ば
れ
る
平
ら

な
岩
が
あ
る
。
伊
是
名
島
で
は
、
伊
江
島
の
ナ
カ
ン
カ
リ
マ
カ
ト
と
伊
平
屋
の
松
金
と
の
悲

恋
の
伝
説
が
こ
の
岩
の
由
来
譚
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
現
地
で
採
集
し
た
口
承
資
料
な
ど
の
検
討
を
通
し
て
、
伊
是
名
島
の
人
々
の
間

で
語
り
継
が
れ
て
き
た
美
織
所
伝
説
に
つ
い
て
ま
と
め
、
南
西
諸
島
の
事
物
起
源
伝
説
の
一

側
面
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

Ⅰ

仲
村
渠
節
と
マ
カ
ト
伝
説

現
在
の
沖
縄
諸
島
で
は
、
伊
平
屋
の
松
金
と
伊
江
島
の
ナ
カ
ン
カ
リ
マ
カ
ト
と
の
悲
恋
の

伝
説
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
説
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
原
因
の
一
つ
と

し
て
、
琉
歌「

仲
村
渠
節（

ナ
カ
ン
カ
リ
ブ
シ）」

の
存
在
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
琉
歌
は

琉
球
の
歌
を
意
味
す
る
短
詩
型
の
叙
情
詩
で
、
十
五
、
六
世
紀
頃
に
発
生
し
た
と
み
ら
れ
て

い
る�

３
�。「

仲
村
渠
節」

は
、
次
の
よ
う
な
歌
で
あ
る
。

仲
村
渠
そ
ば
い
ど
ま
す
だ
れ
は
下
げ
て
あ
に
あ
ら
は
も
と
ま
ば
忍
で
い
ま
う
れ

（

仲
村
渠
は
厳
格
な
家
で
す
け
れ
ど
、
裏
側
の
戸
に
す
だ
れ
を
下
げ
て
あ
る
場
合
は
大
丈

夫
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
た
し
か
め
ら
れ
た
ら
忍
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
い�

４
�）

仲
村
渠
家
の
娘
が
恋
人
と
密
か
に
会
う
た
め
に
す
だ
れ
を
合
図
に
利
用
し
た
と
い
う
内
容

で
、
仲
村
渠
家
は
伊
江
島
の
旧
家
と
さ
れ
て
い
る
。
仲
村
渠
節
が
い
つ
頃
か
ら
歌
わ
れ
て
い

た
の
か
は
良
く
わ
か
ら
な
い
が
、
屋
嘉
比
朝
寄（

や
か
び
ち
ょ
う
き
、
一
七
一
六
～
一
七
七

五）

が
編
纂
し
た
琉
球
古
典
音
楽
の
楽
譜『

屋
嘉
比
工
工
四（

や
か
び
ク
ン
ク
ン
シ
ー）』

（

編
纂
年
不
詳
。
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
伊
波
普
猷
文
庫
所
蔵）

に「

仲
村
渠
節」

が
収
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
屋
嘉
比
朝
寄
が
亡
く
な
っ
た
一
七
七
五
年
以
前
に
は
歌

わ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。『

屋
嘉
比
工
工
四』

所
収「

仲
村
渠
節」

の
、
三
味
線

（

三
線）

の
旋
律
符
号
の
右
側
に
カ
タ
カ
ナ
で
付
さ
れ
た
歌
詞
に
は「

ナ
カ
ン
カ
レ
ソ
バ
ド

マ
シ
ダ
ラ
ド
サ
ゲ
ル
　
ア
ニ
エ
ラ
ハ
ン
ト
モ
テ
　
シ
ノ
デ
イ
マ
ウ
リ」

と
あ
る�

５
�。

ま
た
、「

ナ
カ
ン
カ
リ
節」

は
三
味
線
歌
謡
と
し
て
の
琉
歌
を
集
大
成
し
た
も
の
と
さ
れ
る

『

琉
歌
百
控（

り
ゅ
う
か
ひ
ゃ
っ
こ
う）』（

一
七
九
五
～
一
八
〇
二
編
纂
。
琉
球
大
学
附
属
図

書
館
伊
波
普
猷
文
庫
所
蔵）

に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。『

琉
歌
百
控』

に
は
、
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

仲
柄
節

�
�
�
�
�
�
�

伊
江
嶋

仲
柄
そ
は
い
戸
真
簾
は
提�

�
�て

あ
に
や
ら
わ
ん
思
は
参
れ
忍
は

�
６
�

『

琉
歌
百
控』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
ナ
カ
ン
カ
リ
節
の
表
記
は「

仲
柄
節」

と
な
っ
て
い

る�
７
�。

こ
の
こ
と
か
ら
、
ナ
カ
ン
カ
リ
節
の
漢
字
表
記
に
は「

仲
村
渠
節」

と「

仲
柄
節」

の

二
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
通
常
は「

仲
村
渠
節」

と
表
記
さ
れ
る
。『

琉
歌
百
控』

の

「

仲
柄
節」

は
、
末
尾
に「

大
清
乾
隆
六
十
年
乙
卯
正
月
十
日
　
撰
写
与
書」（

清
の
乾
隆
六

十
年
乙
卯
は
日
本
の
寛
政
七
年〈

一
七
九
五〉）

と
記
さ
れ
て
い
る
上
編「

琉
球
百
控
乾
柔
節

流」

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ナ
カ
ン
カ
リ
節
は
三
味
線
を
伴
奏
に
し
て
弾
き
歌
い
さ
れ
た
著

名
な
琉
歌
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
歌
と
と
も
に
ナ
カ
ン
カ
リ
マ
カ
ト
の
伝
説
が
広
ま
っ
て
い

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

大
正
八
年（

一
九
一
九）

に
刊
行
さ
れ
た
島
袋
源
一
郎
氏（

一
八
八
五
～
一
九
四
二）

著

『

沖
縄
県
国
頭
郡
志』

の「

第
二
十
七
章
　
口
碑
伝
説」

に
は「

伊
江
島
仲
村
渠
マ
カ
ト
遺
念

火」

と
題
す
る
次
の
よ
う
な
話
が
収
載
さ
れ
て
い
る（

考
察
の
都
合
上
、
便
宜
的
に
記
号
Ａ

～
Ｅ
を
付
し
た
。
ま
た
、
誤
植
と
み
ら
れ
る
箇
所
に
は
丸
括
弧
内
に
＊
印
を
付
し
て
注
を
記

し
た）

。
伊
江
島
仲
村
渠
マ
カ
ト
遺
念
火

Ａ
　
今
よ
り
凡
そ
百
年
前
伊
江
島
東
江
前
に
仲
渠
村（

＊
仲
村
渠
ヵ）

マ
カ
ト
と
呼
べ
る

絶
世
の
美
人
あ
り
き
是
ぞ「

仲
村
渠

�
�
�
�
�
�

す
べ
ど
真
簾

�
�
�
�

は
さ
げ
て
あ
に
や
ら
は
ん
と
ま
ば
忍

で
い
ま
う
れ
、」
と
詠
め
る
古
歌
仲
村
渠
節
の
主
人
公
な
る
。
時
に
伊
平
屋
島
の
美
男
松

金
マ
カ
ト
の
名
一
世
に
鳴
れ
る
を
聞
き
い
か
に
か
し
て
吾
が
胸
を
打
ち
あ
け
ん
も
の
と
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日
夜
念
願
止
ま
ざ
り
き
。

Ｂ
　
さ
る
程
に
男
は
扁
舟
に
棹
し
て
伊
江
の
小
島
に
渡
り
遂
に
マ
カ
ト
に
会
ひ
て
焦
る
ゝ

胸
の
思
を
語
り
明
す
こ
と
を
得
た
り
是
よ
り
二
人
は
折
々
村
人
の
目
を
盗
み
人
跡
稀
な

る
後
浜
の
岩
下
に
蜜
の
如
き
言
の
葉
を
交
は
し
居
た
り
。
さ
れ
ど
十
数
海
里
を
隔
て
た

る
深
海
の
事
な
れ
ば
夜
毎
に
通
は
ん
も
意
の
如
く
な
ら
ず
そ
の
上
マ
カ
ト
は
豪
家
の
出

な
れ
ば
夜
の
関
所
は
流
石
に
越
え
兼
ね
し
も
の
と
見
へ
昼
間
紫
苔

�

�

採
り
を
名
と
し
て
後

浜
に
通
ふ
を
常
と
し
た
り
。

Ｃ
　
或
日
マ
カ
ト
常
の
如
く
小
籠
を
負
ひ
て
後
浜
に
忍
び
行
き
し
に
男
も
約
束
の
日
を
違

え
ず
遙
々
と
伊
平
屋
の
島
よ
り
漕
ぎ
来
り
ぬ
。
此
に
伊
江
の
島
人
は
近
頃
マ
カ
ト
の
足

繁
く
後
浜
に
通
ひ
歩
く
は
何
か
仔
細
あ
ら
ん
と
噂
し
合
へ
り
。
一
日
村
の
若
者
等
其
実

否
を
窺
ふ
べ
く
後
浜
に
其
後
を
狙
ひ
行
き
し
に
果
せ
る
哉
彼
の
恋
人
は
漕
手
お
そ
し
と

近
づ
き
来
り
ぬ
。
若
者
等
嫉
妬
の
念
炎
々
と
し
て
鬼
の
首
を
取
り
た
る
が
如
く
群
集
忽

ち
騒
ぎ
立
て
り
、
マ
カ
ト
今
は
せ
ん
術
な
く
翻
然
断
崖
よ
り
身
を
躍
ら
し
ぬ
男
も
亦
之

を
見
て
悲
嘆
の
余
り
契
り
し
人
の
後
を
追
ひ
て
入
水
し
二
人
の
恋
人
は
か
く
し
て
遂
に

悲
惨
な
る
最
後
を
遂
げ
た
り
と
い
ふ
。

Ｄ
　
今
伊
江
の
島
北
海
岸
に
毎
夜
妖
火
の
現
は
る
ゝ
は
即
ち
此
の
ロ
ー
マ
ン
ス
の
遺
念
火

な
り
と
伝
ふ
。

Ｅ
　
上
原（

後
浜）

の
紫
苔

�

�

や
取
ゆ
る
も
の
あ
ら
ん
、
仲
村
渠
カ
マ
ト（
＊
マ
カ
ト
ヵ）

潮
に
揉
ま
ち
。

七
つ
桟
戸

�
�
�

引
ち
あ
け
て
見
れ
ば
仲
村
渠
ま
か
と
み
わ
れ
は
ぐ
ち
。

仲
村
渠
ま
か
ゞ
七
ひ
づ
ち
布
や
、
伊
平
屋
の
松
金
が
あ
そ
び
て
さ
じ�

８
�。

「

緒
言」

に
よ
れ
ば
、『

沖
縄
県
国
頭
郡
志』

は
大
正
三
年
に
企
画
さ
れ
、
国
頭
郡
教
育
部

会
並
校
長
会
に
依
嘱
さ
れ
た
島
袋
源
一
郎
氏
が
大
正
四
年
四
月
か
ら
大
正
六
年
十
月
ま
で
の

約
三
年
を
か
け
て
執
筆
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
本
書
の「

材
料
項
目」

は
、「

各
村
長
校
長」

に「

調
査
方
を
依
頼」

し
、「

内
容
に
関
し
て
は
郡
内
村
長
校
長
の
閲
覧
を
経
た」

と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
口
碑
伝
説
等
に
つ
い
て
は
、「

名
所
旧
蹟
の
由
来
、
口
碑
伝
説
、
人
物
伝
記
、

旧
家
由
緒
等
の
記
事
に
就
き
て
は
直
に
信
憑
し
難
き
も
の
尠
か
ら
ざ
れ
ど
も
是
れ
却
つ
て
読

者
の
感
興
を
惹
き
且
史
実
其
中
に
発
見
せ
ら
る
べ
き
も
の
あ
る
を
想
ひ
敢
へ
て
改
竄
を
試
み

ざ
り
き」

と
記
し
て
い
る�

９
�。

こ
の
こ
と
か
ら
、『

沖
縄
県
国
頭
郡
志』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
内

容
は
、
企
画
さ
れ
た
大
正
三
年
か
ら
大
正
四
年
頃
に
か
け
て
沖
縄
県
国
頭
郡
内
の
各
村
長
校

長
が
依
頼
を
受
け
て
調
査
し
た
も
の
を
元
に
し
た
も
の
で
、
原
稿
完
成
後
さ
ら
に
郡
内
村
長

校
長
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
注
目
さ
れ
る
点
は
、
口
碑
伝
説

等
の
中
に
は
信
じ
難
い
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
あ
え
て
改
変
せ
ず
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た

と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「

第
二
十
七
章
　
口
碑
伝
説」

に
収
載
さ
れ
て
い
る「

伊
江
島
仲
村

渠
マ
カ
ト
遺
念
火」

と
い
う
伝
説
も
、「

村
長
校
長」

経
由
で「

調
査」

さ
れ
た
も
の
を
元
に

執
筆
さ
れ
、
さ
ら
に
原
稿「

内
容」

も「

村
長
校
長
の
閲
覧
を
経
た」

も
の
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
つ
ま
り
、「

伊
江
島
仲
村
渠
マ
カ
ト
遺
念
火」

と
い
う
伝
説
は
、
大
正
三
年
か
ら
大

正
四
年
頃
に
伊
江
島
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
内
容
を
そ
の
ま
ま
紹
介
し
た
も
の
と
と
ら
え
て
よ

い
と
思
わ
れ
る（

た
だ
し
、「

村
長
校
長」

に
よ
る
多
少
の
修
正
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い）

。

次
に
、「

伊
江
島
仲
村
渠
マ
カ
ト
遺
念
火」

の
内
容
を
見
て
み
る
。

Ａ
部
分
に
は
、「

今」

か
ら
約
百
年
前
、
伊
江
島
東
江
前
に
仲
村
渠
マ
カ
ト
と
い
う
絶
世
の

美
人
が
い
た
こ
と
、
マ
カ
ト
は
仲
村
渠
節
の
主
人
公
で
あ
る
こ
と
、
伊
平
屋
島
の
美
男
松
金

が
マ
カ
ト
の
評
判
を
聞
い
て
思
い
を
打
ち
明
け
よ
う
と
い
う
強
い
願
い
を
持
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。

Ｂ
部
分
に
は
、
男
が
小
舟
を
こ
い
で
伊
江
島
に
渡
り
マ
カ
ト
に
会
っ
て
告
白
し
た
こ
と
、

二
人
は
恋
仲
に
な
っ
て
村
人
の
目
を
盗
ん
で
会
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
十
数
海
里
隔
て
た

別
の
島
か
ら
夜
毎
に
小
舟
で
通
う
の
は
困
難
で
し
か
も
マ
カ
ト
は
豪
家
の
娘
な
の
で
夜
に
会

う
の
は
難
し
い
た
め
昼
間
に
紫
苔

�

�

採
り
を
口
実
に
し
て
後
浜
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。（

な
お
、
シ
セ
は
岩
に
付
く
青
海
苔
の
こ
と
で
、
時
期
に
な
る
と
島
の
人
は

シ
セ
採
り
に
行
く
と
い
う）

。

Ｃ
部
分
に
は
、
あ
る
日
マ
カ
ト
が
い
つ
も
の
よ
う
に
小
籠
を
負
っ
て
後
浜
に
忍
ん
で
行
き

男
も
伊
平
屋
島
か
ら
小
舟
を
漕
い
で
来
た
が
、
伊
江
島
の
若
者
等
が
見
つ
け
て
嫉
妬
し
て
騒

ぎ
立
て
、
マ
カ
ト
は
断
崖
に
身
を
投
げ
男
も
後
を
追
っ
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
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る
。Ｄ

部
分
に
は
、
今
で
も
伊
江
島
の
北
海
岸
に
毎
夜
二
人
の
遺
念
火
が
現
れ
る
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

Ｅ
部
分
に
は
、
伊
江
島
で
歌
わ
れ
て
い
る
マ
カ
ト
に
関
す
る
琉
歌
が
三
首
紹
介
さ
れ
て
い

る
。Ａ

部
分
に「

今
よ
り
凡
そ
百
年
前」

と
あ
る
が
、
こ
こ
の「

今」

は『

沖
縄
県
国
頭
郡
志』

が
刊
行
さ
れ
た
年
だ
と
す
る
と「

大
正
八
年（

一
九
一
九）」

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
よ

り「

凡
そ
百
年
前」

と
す
る
と
、
一
八
〇
〇
年
代
の
初
め
頃
、
つ
ま
り
十
九
世
紀
初
頭
頃
の

事
件
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
仲
村
渠
節
は『

屋
嘉

比
工
工
四』

に
収
載
さ
れ
て
お
り
、
屋
嘉
比
朝
寄
が
亡
く
な
っ
た
一
七
七
五
年
以
前
に
は
歌

わ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
七
〇
〇
年
代
の
半
ば
頃
、
つ
ま
り
十
八
世

紀
半
ば
頃
に
は
こ
の
事
件
が
発
生
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
Ａ
部
分
に
マ
カ
ト
は「

伊
江
島
東
江
前」
の
娘
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

正
し
く
は「

西
江
上
の
仲
村
柄
屋
の
娘」

で
あ
る
と
い
う
。

伝
説「

伊
江
島
仲
村
渠
マ
カ
ト
遺
念
火」

も
、
琉
歌「

仲
村
渠
節」

の
内
容
も
、
伊
江
島

で
の
伝
承
を
元
に
記
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
琉
球
諸
島
で
語
ら
れ
る
マ
カ

ト
の
物
語
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
カ
ト
の
恋
人「

伊
平
屋
の
松
金」
が
い
た
と
い
う

伊
平
屋
列
島
で
は
、
他
の
島
々
と
は
異
な
る
独
自
の
内
容
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
伊

平
屋
列
島
の
事
例
を
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

Ⅱ

伊
是
名
島
の
美
織
所

伊
平
屋
島
・
伊
是
名
島
で
調
査
す
る
と
、
ナ
カ
ン
カ
リ
マ
カ
ト（

仲
村
渠
真
嘉
戸
・
仲
村

柄
真
嘉
戸）

の
相
手
は
、
イ
ハ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（

伊
平
屋
の
松
金
。
ま
た
は
単
に
マ
チ
ガ
ニ
と

称
さ
れ
る）

と
い
う
男
性
で
、
伊
是
名
島
の
人
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
る
。
イ
ハ（

イ
ヒ
ャ）

は
、
大
小
七
つ
の
島
々（

伊
平
屋
島
・
野
甫
島
・
伊
是
名
島
・
屋
ノ
下
島
・
屋
那
覇
島
・
降

神
島
・
具
志
川
島）

か
ら
な
る
伊
平
屋
列
島
全
体
を
さ
す
の
で
、
実
際
は
伊
是
名
島
に
住
ん

で
い
た
松
金
を
イ
ハ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ
と
呼
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
み
た『

沖
縄
県
国
頭
郡

志』

に
収
載
さ
れ
て
い
る「

伊
江
島
仲
村
渠
マ
カ
ト
遺
念
火」

に
は
相
手
を「

伊
平
屋
島
の

美
男
松
金」

と
記
し
て
あ
っ
た
が
、
正
し
く
は「（

伊
平
屋
列
島）

伊
是
名
島
の
美
男
松
金」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
伊
是
名
村
字
諸
見
で
直
接
採
集
し
た
話
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

〈

事
例
１〉

「

美
織
所
の
話」

成
人
し
て
か
ら
で
す
ね
、
二
十
以
上
な
っ
て
か
ら
、
二
十
六
七
時
代
の
恋
の
物
語
が
、
こ

の
話
で
す
が
ね
。
そ
の
マ
カ
ト
ゥ
が
、
松
金(

ま
ち
が
に)

の
た
め
に
、
手
ぬ
ぐ
い
で
す
ね
、
そ

れ
を
織
っ
た
と
い
う
場
所
も
あ
る
ん
で
す
。
畳
、
四
畳
ぐ
ら
い
の
、
平
た
い
石
が
あ
る
ん
で

す
よ
ね
。
そ
の
石
の
上
で
、
布
織
り
を
し
た
と
い
う
、
伝
説
。
そ
の
場
所
も
、
は
っ
き
り
あ

り
ま
す
よ
。
布
織
所(

ヌ
ノ
ウ
イ
ジ
ュ)

と
か
、
あ
る
い
は
、
美
織
所(

チ
ュ
ラ
ウ
ィ
ン
ジ
ュ)

と

か
い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
よ
。
そ
こ
で
布
織
り
を
し
て
、
ま
あ
、
相
手
の
松
金
に
、
あ
げ
た
。

で
、
マ
カ
ト
ゥ
は
伊
江
島
の
出
身
で
、
家
は
大
変
そ
の
、
富
豪
で
、
し
か
も
村
一
番
の
美
人

で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
う
、
島
中
の
青
年
の
羨
望
の
的
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
美
少
女
と
伊
平

屋
の
松
金
と
、
ど
う
し
て
こ
の
、
恋
を
語
る
機
会
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
辺
は
知
ら
ん
で
す

が
ね
。
で
、
向
こ
う
の
青
年
た
ち
は
、
色
い
ろ
、
嫉
妬
を
し
た
。
あ
る
日
、
伊
平
屋
の
松
金

が
、
一
人
舟
を
こ
い
で
マ
カ
ト
ゥ
に
会
い
に
い
っ
た
。
で
、
そ
の
、
場
所
示
し
合
わ
せ
て
、

「

伊
江
島
の
北
海
岸
、
ま
あ
、
場
所
を
指
定
し
て
そ
こ
で
会
お
う」

と
言
っ
て
相
談
を
し
た
。

で
、
松
金
は
行
っ
た
と
。
と
こ
ろ
が
、
マ
カ
ト
ゥ
は
来
な
い
。
で
、
な
ぜ
来
な
か
っ
た
か
と

い
う
と
、
ま
あ
そ
の
、
親
た
ち
が
、
遠
い
、
伊
是
名
の
島
の
そ
の
男
と
の
あ
れ
は
、
ま
あ
、

不
賛
成
で
あ
る
と
。
し
か
も
、
村
の
青
年
た
ち
が
嫉
妬
し
て
、
ど
ん
な
危
険
な
目
に
あ
う
か

も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
、
家
を
厳
重
に
し
て
で
す
ね
、
監
視
し
て
、
行
か
さ
な
か
っ
た
と
。

ほ
い
で
あ
の
、
普
通
、
こ
の
沖
縄
の
雨
戸
は
、
横
側
が
六
本
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
、
一
本
添

え
て
七
本
の
雨
戸
に
し
て
、
マ
カ
ト
ゥ
を
も
う
家
に
閉
じ
込
め
て
。
そ
し
て
、
松
金
は
会
い

に
い
っ
て
、
と
う
と
う
も
う
、
マ
カ
ト
ゥ
の
家
に
行
っ
て
、
ノ
ッ
ク
し
て
も
返
事
が
な
い
と
。

仕
方
な
い
か
ら
、
力
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
、
そ
の
雨
戸
を
で
す
ね
、
引
き
開
け
て
み
た
ら
、
そ

こ
に
は
そ
の
マ
カ
ト
ゥ
が
、
笑
顔
で
待
っ
て
お
っ
た
。
そ
う
よ
う
し
て
、
そ
の
晩
は
、
そ
う

よ
う
に
語
り
合
っ
て
。

（

10）
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へ
か
ら
、
ま
た
あ
る
日
、
マ
カ
ト
ゥ
が
海
岸
に
、
松
金
に
会
い
に
行
く
、
と
い
う
こ
と
を

聞
い
た
青
年
た
ち
が
で
す
ね
、
そ
の
後
を
追
っ
て
、

「
こ
い
つ
ぅ
、
伊
是
名
島
に
や
っ
た
ら
い
か
ん」

と
言
っ
て
で
す
ね
、
後
を
追
う
て
行
っ
た
ら
、

と
う
と
う
そ
の
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
、
マ
カ
ト
ゥ
は
も
う
仕
方
な
く
海
に
飛
び
込
ん
で
、
入

水
自
殺
を
し
た
と
。
で
、
そ
れ
を
見
た
松
金
も
、

「

こ
の
世
で
添
え
な
い
な
ら
、
あ
の
世
へ
行
っ
て
添
お
う」

と
言
っ
て
、
後
を
追
う
て
飛
び
込

ん
で
、
二
人
、
入
水
自
殺
し
た
と
。
ま
あ
そ
ん
な
伝
説
が
あ
っ
て
。

そ
し
て
あ
の
、
伊
江
島
の
北
海
岸
で
す
が
、
ま
あ
場
所
も
あ
り
ま
す
が
ね
、
こ
の
、
マ
カ

ト
ゥ
の
家
、
屋
敷
跡
も
あ
る
そ
う
で
す
ね
。
墓
も
あ
る
そ
う
で
す
ね
。
向
こ
う
で
は
あ
の
、

記
念
碑
も
あ
る
ん
で
す
よ
、
ロ
マ
ン
ス
の
。

そ
う
い
う
話（

遺
念
火
が
出
る
と
い
う
話）
あ
り
ま
す
ね
。
向
こ
う
、
二
人
が
そ
の
、
飛

び
込
ん
だ
、
所
で
す
ね
、
北
海
岸
の
。
見
た
人
は
い
ま
す
か
ね
。
遺
念
火
が
、
出
て
い
た
と
。

〈

事
例
１〉

は
伊
是
名
島
に
あ
る
美
織
所(

チ
ュ
ラ
ウ
ィ
ン
ジ
ュ)

と
い
う
岩
の
上
で
美
人
の

マ
カ
ト
が
松
金
の
手
ぬ
ぐ
い
を
作
る
た
め
に
布
を
織
っ
た
と
い
う
美
織
所
由
来
譚
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。
あ
る
日
、
松
金
が
舟
で
伊
江
島
に
行
っ
た
時
、
嫉
妬
し
た
伊
江
島
の
青
年
た
ち

に
追
い
詰
め
ら
れ
て
マ
カ
ト
は
北
海
岸
で
入
水
自
殺
し
、
松
金
も
後
を
追
っ
て
入
水
自
殺
し

た
。
そ
の
後
、
二
人
が
自
殺
し
た
伊
江
島
の
北
海
岸
で
は
遺
念
火
が
出
る
ら
し
い
と
語
ら
れ

て
い
る
。

伊
是
名
島
で
マ
カ
ト
の
話
を
聞
く
と
、〈

事
例
１〉

の
よ
う
に
マ
カ
ト
が
美
織
所
で
松
金
の

手
ぬ
ぐ
い
を
作
る
た
め
に
布
を
織
っ
た
ら
し
い
と
語
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
美
織
所
は
チ
ジ

ン
山（

地
神
岳）

の
南
斜
面
中
腹
に
あ
る
平
ら
な
岩
の
名
で
、
そ
の
岩
の
場
所
か
ら
伊
江
島

が
遠
望
で
き
る
。
伊
江
島
で
は
松
金
が
マ
カ
ト
に
会
い
に
舟
で
来
た
こ
と
の
み
が
語
ら
れ
る

が
、
伊
是
名
島
で
は
伊
江
島
の
美
人
マ
カ
ト
が
伊
是
名
島
に
来
て
美
織
所
と
い
う
岩
の
上
で

布
を
織
り
な
が
ら
松
金
を
待
っ
た
こ
と
が
岩
の
由
来
譚
と
し
て
語
ら
れ
る
。
常
に
は
松
金
が

伊
江
島
に
渡
っ
た
が
、
時
に
は
マ
カ
ト
が
伊
是
名
島
に
来
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
ろ
う
。

『

伊
平
屋
列
島
文
化
史』

の「

美
織
所（

ツ
ラ
ウ
イ
ン
ジ
ヨ
ウ）」

の
項
に「

字
伊
是
名
、

地
神
岳
の
麓
に
小
高
い
森
が
あ
る
、
松
林
の
中
に
、
上
部
が
平
か
で
つ
る
つ
る
し
た
三
坪
程

の
石
畳
が
あ
る
、
こ
の
石
畳
を
美
織
所
と
称
え
て
い
る
。
こ
こ
は
か
っ
て
伊
是
名
部
落
の
若

者
等
の
毛
遊
び
の
場
所
で
あ
っ
た
主
婦
や
若
い
女
子
達
が
布
織
り
盛
ん
な
そ
の
昔
、
住
家
が

せ
ま
い
と
て
、
夏
の
季
節
に
な
る
と
、
こ
の
美
織
所
に
仮
小
屋
を
建
て
ゝ
、
こ
ゝ
で
布
を
織

っ
た
と
の
伝
承
が
あ
る
、
こ
れ
が
美
織
所
の
名
の
起
り
だ
と
い
わ
れ
て
い
る」

と
い
う
記
述

が
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
か
つ
て
は
こ
の
平
ら
な
岩
周
辺
が
伊
是
名
集
落
の
若
者
た
ち
が

集
合
し
て
遊
ん
だ
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
主
婦
や
若
い
娘
た
ち
が
夏
に
な
る
と
こ
の
岩
の

上
に
仮
小
屋
を
建
て
て
布
を
織
っ
た
の
で
美
織
所
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
こ
の
岩
の
あ
る
場
所
は
、
チ
ジ
ン
山
の
中
腹
に
位
置
す
る

小
高
い
所
で
、
集
落
か
ら
適
度
に
離
れ
、
風
が
良
く
通
り
、
見
晴
ら
し
も
良
い
場
所
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
若
者
た
ち
の
遊
び
場
所
や
夏
季
の
布
織
り
場
所
に
使
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
風
習
が
い
つ
頃
か
ら
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
若
者
た
ち
の
遊
び
場
所
で

も
あ
り
、
娘
た
ち
の
布
織
り
場
所
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
の「

美
織
所」

と
い
う
岩
が
、
マ

カ
ト
の
恋
物
語
の
由
来
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
伊
是
名
島
で
語
ら
れ
て
き
た
点
は
、
極
め
て
興

味
深
く
、
注
目
さ
れ
る
。

次
に
、
伊
是
名
村
字
伊
是
名
で
直
接
採
集
し
た
話
を
み
て
み
る
。

〈

事
例
２〉

「

美
織
所
の
話」

青
年
達
に
、
あ
ま
り
も
う
あ
の
、
信
用
が
、
女
童（

め
わ
ら
び）

か
ら
は
信
用
が
あ
っ
て
、

女
童
か
ら
は
、
も
う
、
大
変
慕
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
よ
。
だ
か
ら
あ
の
、
こ
こ
の
、
青
年

達
が
、
追
っ
払
う
み
た
い
な
感
じ
で
、
奥
間
の
方
に
、
行
か
れ
て
、
そ
し
て
そ
こ
で
、
一
応

向
こ
う
に
、
追
わ
れ
て
い
っ
て
ま
た
、
第
二
、
ほ
れ
尚
巴
志
っ
て
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
、
あ

の
、
頃
に
ま
た
、
佐
敷
の
、
佐
敷
按
司
っ
て
い
う
、
所
で
、
見
初
め
ら
れ
て
、
も
う
こ
こ
の

王
様
に
は
ね
、
尚
円
王
金
丸
し
か
、
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
ま
た
、
こ
う
ず
っ
と
ね
、
い

ら
し
た
み
た
い
で
す
ね
。

そ
し
て
あ
の
、
向
こ
う
か
ら
、
伊
江
島
か
ら
の
ナ
カ
ン
カ
リ
マ
カ
テ
ー（

仲
村
渠
真
嘉
戸）

っ
て
、
今
、
こ
こ
、
こ
の
、
八
月
の
一
日
ね
、
組
踊
し
て
も
ら
っ
て
で
す
ね
、
こ
こ
の
あ
の
、

村
協
会
っ
て
い
う
、
三
味
線
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
ん
で
す
。
芸
能
。
で
、
そ
の
人
達
が
組
踊
、

沖縄県伊是名島の美織所伝説

（

11）

（

12）
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原田信之

作
っ
て
、
向
こ
う
八
重
山
か
ら
も
い
ら
し
て
。
こ
の
、
ナ
カ
ン
カ
リ
マ
カ
テ
ー
の
由
来
は
、

あ
の
、
伊
是
名
だ
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
組
踊
し
て
、
や
っ
た
ん
で
す
が
ね
。
こ
の
ナ
カ
ン

カ
リ
マ
カ
ト
ゥ
ー
は
、
伊
江
島
の
人
み
た
い
。
そ
し
て
二
人
恋
仲
で
、
も
う
、
向
こ
う
の
今

帰
仁
と
こ
こ
の
、
チ
ュ
ラ
ウ
ィ
ン
ジ
ョ（

美
織
所）

っ
て
こ
こ
に
あ
る
ん
で
す
よ
。
あ
の
チ

ジ
ン
山
の
下
に
で
す
ね
。
平
っ
た
い
あ
の
、
織
物
、
何
か
機
織
り
し
た
、
と
か
と
い
う
。
そ

の
場
所
が
二
人
の
恋
仲
の
、
あ
の
、
伝
説
、
だ
と
い
う
こ
と
、
よ
く
、
小
さ
い
頃
、
婆
ち
ゃ

ん
た
ち
か
ら
、
聞
き
ま
し
た
け
ど
。

〈

事
例
２〉

は
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
て
お
り
、
前
半
は
尚
円
王
金
丸
の
話
、
後
半
は
マ

カ
ト
が
美
織
所
で
機
織
り
を
し
た
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
前
半
の
語
り
の
う
ち
、

「

第
二
尚
巴
志」

は
第
二
尚
氏
の
語
り
違
い
と
み
ら
れ
、「

佐
敷
按
司」

は
第
一
尚
氏
の
尚
巴

志
王
が
か
つ
て
佐
敷
小
按
司
で
あ
っ
た
こ
と
と
の
混
同
と
み
ら
れ
る
。
伊
平
屋
列
島
の
う
ち
、

伊
平
屋
島
か
ら
第
一
尚
氏
が
出
て
、
伊
是
名
島
か
ら
第
二
尚
氏
が
出
た
わ
け
で
あ
る
が
、〈

事

例
２〉

の
話
者
は
こ
れ
ら
を
混
同
し
、
マ
カ
ト
の
恋
人
で
あ
っ
た
松
金
は「

尚
円
王
金
丸」

で
あ
っ
た
と
し
て
美
織
所
の
話
を
語
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
伊
是
名
島
で
は
尚
円
王
の

幼
名
を「

金
丸」

ま
た
は「

ニ
シ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（

北
の
松
金）」
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
、
マ
カ
ト

の
恋
人
で
あ
っ
た「

マ
チ
ガ
ニ（

松
金）

・
イ
ハ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（
伊
平
屋
の
松
金）」

と
の
混

同
が
生
じ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
混
同
は
広
く
み
ら
れ
、
伊
是
名
島
や
伊
平
屋
島
の
み
な

ら
ず
伊
江
島
に
お
い
て
も
マ
カ
ト
の
恋
人
で
あ
っ
た
松
金
は「

尚
円
王
金
丸」
だ
と
い
う
語

り
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

琉
球
の
正
史『

中
山
世
鑑』

に
よ
る
と
、
尚
円
は
明
の
永
楽
十
三
年（

一
四
一
五）
に
伊

是
名
島
首
見（

諸
見）

で
生
ま
れ
、
正
統
三
年（

一
四
三
八）

に
伊
是
名
島
か
ら
沖
縄
本
島

に
出
て
、
成
化
六
年（

一
四
七
〇）

に
即
位
し
、
成
化
十
二
年（

一
四
七
六）

に
亡
く
な
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。

伊
是
名
島
に
伝
わ
る
尚
円
に
関
係
す
る
琉
歌
は
多
数
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
示
す
。

北（

に
し）

ぬ
松
金（

ま
ち
が
に）

が
短（

い
ん）

ち
ゃ
御
衣（

ん
す）

み
そ
ち

う
い
ゃ
ん
な
し
振（

ぶ）

り
や
拝（

う
が）

み
欲（

ぶ）

さ
ぬ

（

北
の
松
金
が
丈
の
短
い
着
物
を
召
し
て
働
ら
い
て
い
る
姿
を
拝
ん
で
み
た
い
も
の
だ）

こ
こ
に
歌
わ
れ
て
い
る「

北（

に
し）

ぬ
松
金（

ま
ち
が
に）」（

傍
線
部）

が
尚
円
の
こ

と
で
あ
る
。
第
二
尚
氏
尚
円
王
は
マ
カ
ト
の
時
代
よ
り
数
百
年
も
前
の
人
物
で
あ
る
の
で
、

イ
ハ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（

伊
平
屋
の
松
金）

と
ニ
シ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（

北
の
松
金）

は
全
く
の
別
人

で
、
明
ら
か
な
誤
認
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
マ
チ
ガ
ニ（

松
金）

と
い
う
名
な
の
で
、
混
乱
が

生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

伝
承
の
世
界
で
は
著
名
な
人
物
と
の
混
乱
は
よ
く
み
ら
れ
る）

。

で
は
、
マ
カ
ト
の
恋
人
で
あ
っ
た
イ
ハ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（

伊
平
屋
の
松
金）

は
、
伊
是
名
島

の
ど
の
地
域
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

伊
是
名
村
に
は
内
花
・
諸
見
・
勢
理
客
・
仲
田
・
伊
是
名
の
各
集
落
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

う
ち
内
花
は
昭
和
十
七
年
に
諸
見
か
ら
分
離
し
て
一
字
と
な
っ
た
新
し
い
集
落
な
の
で
除
外

で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
諸
見
・
勢
理
客
・
仲
田
・
伊
是
名
の
ど
れ
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
島
で
調
査
し
て
も
伝
承
が
完
全
に
途
絶
え
て
お
り
、
全
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
民
間

説
話
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
場
所
と
し
て
は
、
諸
見
説
と
伊
是
名
説
が
あ
る
が
、
諸
見
は
尚

円
王
と
な
っ
た
ニ
シ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（

北
の
松
金）

が
生
ま
れ
た
所
な
の
で
尚
円
と
の
誤
認
に

よ
り
諸
見
説
が
生
じ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
除
外
し
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。
残
っ
た
の
が
伊

是
名
集
落
説
で
あ
る
が
、
美
織
所
は
伊
是
名
地
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
マ
カ
ト
の
恋
人
で
あ

っ
た
イ
ハ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（

伊
平
屋
の
松
金）

は
伊
是
名
地
内
に
住
ん
で
い
た
と
み
る
の
が
最

も
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。

伊
是
名
集
落
に
関
し
、『

伊
是
名
村
誌』

は「

字
伊
是
名
は
元
伊
是
名
城
下
に
あ
っ
た
こ
と

が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
元
い
た
所
と
云
う
の
で
元
島
と
云
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。（

略）

民

間
伝
承
に
よ
る
と
伊
是
名
は
元
島
か
ら
、
現
伊
是
名
の
北
後
方
の
小
高
い
上
村
に
移
っ
て

（

年
代
不
明）

来
て
飲
料
水
は
ソ
ウ
ジ
井
泉（

か
ー）

ツ
ー
ヤ
井
泉
を
利
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
、

今
で
も
正
月
、
九
月
に
は
川
拝（

か
ー
お
が）

み
の
儀
が
行
わ
れ
て
い
る
。
上
村
に
移
っ
た

も
の
の
、
こ
こ
は
田
畑
や
海
に
も
不
便
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
台
地
で
あ
る
だ
け
に
台
風

の
被
害
も
大
で
あ
る
の
で
そ
の
害
も
い
く
ら
か
避
け
ら
れ
そ
う
な
現
在
の
低
地
に
移
っ
て
来

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る」

と
記
し
て
い
る
。
移
転
し
た
年
代
は
不
明
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

伊
是
名
集
落
は
元
島
、
上
村
、
現
在
地
と
三
回
移
転
し
た
よ
う
で
あ
る
。
伊
是
名
城
下
の
集

落
で
あ
っ
た
元
島
時
代
は
年
代
が
古
く
美
織
所
と
も
離
れ
て
い
る
の
で
、
イ
ハ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ

（
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（
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が
生
き
て
い
た
時
代
の
伊
是
名
集
落
は
、
美
織
所
に
も
比
較
的
近
い「

上
村」

に
集
落
が
あ

っ
た
頃
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

イ
ハ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（

伊
平
屋
の
松
金）

の
子
孫
を
名
乗
る
家
は
伊
是
名
島
で
は
確
認
で
き

な
い
の
で
良
く
わ
か
ら
な
い
が
、
仲
田
清
英
氏
は
第
二
尚
氏
尚
円
王
の
叔
父
に
当
た
る
伊
是

名
集
落
の
銘
苅
里
主
の
後
裔
で
あ
る
銘
苅
家
の
人
物
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
、
銘
苅

家
の
家
譜
に
は
該
当
の
人
物
は
い
な
い
が
、「

士
族
が
他
島
に
渡
り
百
姓
娘
と
不
義
を
働
い
て

死
ん
だ
の
で
、
そ
れ
が
家
名
に
も
、
か
か
は
る
と
の
当
時
の
厳
し
い
お
き
て
が
あ
っ
た
の
で
、

闇
に
葬
り
去
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。（

略）

世
間
の
噂
も
口
止
め
に
し
て
居
た
と
思
う
。

又
、
仲
村
渠
マ
カ
ト
の
墓
は
現
存
し
て
居
る
が
、
伊
平
屋
の
松
金
の
死
後
は
言
伝
へ
も
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
美
男
子
伊
平
屋
の
松
金
は
其
の
名
前
か
ら
し
て
、
銘
苅
殿
内
一

族
の
士
族
で
あ
っ
た
事
は
疑
い
な
い
と
思
う」
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
も
松
金
の
子
孫
や
墓

の
伝
承
が
な
い
か
調
査
し
て
み
た
と
こ
ろ
、「
字
伊
是
名」

に
住
ん
で
い
た
ら
し
い
と
い
う
程

度
の
伝
承
は
存
在
し
て
い
た
が
、
子
孫
や
墓
に
関
し
て
は
伝
承
の
痕
跡
さ
え
見
い
だ
せ
な
か

っ
た
。
琉
球
諸
島
で
調
査
す
る
と
、
数
百
年
前
の
先
祖
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
確
実
な
先
祖

と
さ
れ
る
場
合
に
は
比
較
的
濃
密
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
伝
承
の
痕
跡
さ

え
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
点
が
逆
に
気
に
な
っ
た
。「

家
名
に
も
、
か
か
は
る
と
の
当
時
の
厳
し

い
お
き
て
が
あ
っ
た
の
で
、
闇
に
葬
り
去
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か」
と
い
う
仲
田
氏
の

説
は
確
認
し
よ
う
が
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
魅
力
的
な
仮
説
と
い
え
よ
う
。

Ⅲ

伊
是
名
島
の
琉
歌
と
マ
カ
ト

伊
是
名
島
で
は
伊
平
屋
の
松
金
と
仲
村
渠
マ
カ
ト（

マ
カ
テ）

に
関
係
す
る
琉
歌
が

複
数
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

一
、
寒
露
北
風
や
波
荒
さ
あ
む
ぬ
　
霜
降
る
北
風
ぬ
吹
か
ば
い
も
う

（

寒
露
の
北
風
が
吹
い
た
ら
海
が
荒
れ
ま
す
の
で
、
霜
降
り
の
北
風
に
な
っ
た
ら
い
ら

っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
い）

二
、
伊
平
屋
渡
立
つ
波
に
夢
や
橋
か
き
て
ぃ
　
夜
々
に
無
蔵
お
側
渡
て
ぃ
行
ち
ゅ
さ

（

伊
平
屋
渡
は
波
が
荒
く
七
島
灘
と
共
に
大
和
旅
の
難
所
と
し
て
、
世
人
に
こ
わ
が
ら

れ
て
い
る
が
、
恋
し
い
人
に
会
い
た
い
切
な
い
思
い
で
、
夢
は
夜
毎
波
と
波
と
に
橋
を

か
け
て
、
彼
女
の
側
に
渡
っ
て
行
く
の
で
あ
る）

三
、
伊
平
屋
立
つ
波
や
ら
ば
波
い
　
岸
か
く
ま
む
と
ぅ
ぬ
大
波
小
波

（

大
和
旅
の
難
所
伊
平
屋
渡
の
ど
ん
な
山
の
よ
う
な
波
で
も
彼
女
の
こ
と
を
思
え
ば
、

港
内
の
隅
っ
こ
の
小
波
み
た
い
な
も
の
で
お
そ
る
る
に
足
り
な
い）

四
、
仲
村
渠
マ
カ
テ
七
ひ
ぢ
ち
布
や
　
伊
平
屋
の
松
金
が
遊
び
手
拭

（

仲
村
渠
マ
カ
テ
の
手
織
り
の
七
ひ
ぢ
ち
布
は
、
伊
平
屋
の
松
金
が
毛
遊
び
に
使
う
手

拭
に
な
る）

五
、
七
ち
桟
戸
引
ち
開
き
て
ぃ
見
り
ば
　
仲
村
渠
マ
カ
テ
目
笑
歯
齦

（

七
つ
の
雨
戸
を
引
き
開
け
て
見
れ
ば
、
愛
し
い
マ
カ
テ
の
美
し
い
顔
が
ま
っ
て
い
る）

こ
れ
ら
五
つ
の
琉
歌
か
ら
、
恋
し
い
人
に
会
う
た
め
に
松
金
は
夜
毎
荒
い
波
を
越
え
て
海

を
渡
っ
た
こ
と
、
マ
カ
ト
は
恋
し
い「

伊
平
屋
の
松
金」（

傍
線
部
。
伊
是
名
で
も
こ
う
呼
ぶ）

を
待
ち
な
が
ら
彼
が
使
う
手
拭
を
織
っ
た
こ
と
、
松
金
と
会
っ
た
時
マ
カ
ト
は
満
面
の
笑
顔

で
迎
え
た
こ
と
な
ど
、
若
い
二
人
が
深
く
愛
し
合
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
ら
の
琉
歌
は
伊
是
名
島
で
は
良
く
知
ら
れ
て
お
り
、
マ
カ
テ
の
話
を
聞
く
と
、
こ
れ

ら
の
琉
歌
の
一
部
を
利
用
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、〈

事
例
１〉「

美
織
所
の

話」

の「

そ
の
雨
戸
を
で
す
ね
、
引
き
開
け
て
み
た
ら
、
そ
こ
に
は
そ
の
マ
カ
ト
ゥ
が
、
笑

顔
で
待
っ
て
お
っ
た」

と
い
う
語
り
の
部
分
は
、
五
首
目
の
琉
歌「

七
ち
桟
戸
引
ち
開
き
て

ぃ
見
り
ば
　
仲
村
渠
マ
カ
テ
目
笑
歯
齦」

を
ふ
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、〈

事
例
２〉「

美
織
所
の
話」

の「

チ
ュ
ラ
ウ
ィ
ン
ジ
ョ（

美
織
所）

っ
て
こ
こ
に
あ

る
ん
で
す
よ
。
あ
の
チ
ジ
ン
山
の
下
に
で
す
ね
。
平
っ
た
い
あ
の
、
織
物
、
何
か
機
織
り
し

た
、
と
か」

と
い
う
語
り
の
部
分
は
、
四
首
目
の
琉
歌「

仲
村
渠
マ
カ
テ
七
ひ
ぢ
ち
布
や

伊
平
屋
の
松
金
が
遊
び
手
拭」

を
ふ
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅳ

組
踊
「
仲
村
渠
真
嘉
戸
」

ナ
カ
ン
カ
リ
マ
カ
ト（

仲
村
渠
真
嘉
戸）

と
イ
ハ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（

伊
平
屋
の
松
金）

の
恋

物
語
は
、
琉
歌「
仲
村
渠
節」

で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
す
で
に
確

沖縄県伊是名島の美織所伝説
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原田信之

認
し
た
が
、
組
踊
台
本
ま
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

組
踊（

く
み
お
ど
り）

と
は
、
沖
縄
独
特
の
伝
統
楽
劇
の
こ
と
で
、
琉
球
国
劇
と
も
い
う
。

玉
城
朝
薫
が
初
め
て
創
り
、
一
七
一
九
年（

琉
球
の
尚
敬
七
年
、
清
の
康
煕
五
十
八
年
、
日

本
の
享
保
四
年）

に
冊
封
使（

冊
封
の
た
め
に
来
琉
し
た
中
国
皇
帝
の
使
者）

歓
待
の「

重

陽
の
宴」

で
初
め
て
上
演
さ
れ
た
と
い
う
。
組
踊
は
幾
つ
か
の
舞
踊
を
劇
の
ス
ト
ー
リ
ー
に

あ
わ
せ
て
組
み
合
わ
せ
、
登
場
人
物
の
台
詞
と
地
謡
に
よ
る
歌
曲
に
よ
っ
て
劇
全
体
を
展
開

し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、
古
く
は
一
部
の
支
配
階
層
で
観
劇
さ
れ
て
い
た
が
、
廃
藩
置
県

前
後
か
ら
急
速
に
地
方
に
伝
播
し
て
村
踊
り
で
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

新
出
の
組
踊
台
本「

仲
村
渠
真
嘉
戸」

は
、
昭
和
六
十
三
年
に
当
間
一
郎
氏
が
石
垣
島
に

伝
わ
っ
て
い
た
伊
舎
堂
用
八
所
蔵『
組
踊
集』

の
中
か
ら
見
い
だ
し
た
新
発
見
組
踊
四
番
の

一
つ
で
あ
る
が
、
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
組
踊「

仲
村
渠
真
嘉
戸」

の
登
場
人
物
は
五

人
で
、
四
つ
の
場
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る（

以
下
、
登
場
人
物
の
ま
と
め
と
各
段
の
梗
概
は

当
間
一
郎
氏
の
報
告
に
よ
っ
た）

。

◆
登
場
人
物

仲
村
渠
真
嘉
戸（

伊
江
島
の
女
性
。
十
四
歳）

西
の
松
金（

伊
平
屋
島〈

今
の
伊
是
名
島〉

の
男
性
。
十
六
歳）

供（

西
の
松
金
の
供）

船
筑
登
之（

仲
村
渠
真
嘉
戸
を
伊
平
屋
島
へ
運
ぶ
船
頭）

仲
村
渠
使（

真
嘉
戸
の
両
親
の
使）

◆
各
段
の
梗
概

第
一
段…

…

仲
村
渠
真
嘉
戸
ぐ
ゎ
は
、
前
か
ら
お
慕
い
申
し
あ
げ
て
い
る
伊
平
屋
島
の
西

の
松
金
あ
い
た
さ
に
、
船
筑（

登
之）

が
、
伊
平
屋
島
へ
出
航
す
る
の
に
頼
み
込
み
、
便
乗

さ
せ
て
も
ら
う
。

第
二
段…

…

西
の
松
金
は
、
三
月
三
日
の
上
日
に
、
伊
是
名
原
・
伊
是
名
浜
に
出
て
花
を

見
、
磯
を
な
が
め
よ
う
と
供
に
い
い
つ
け
、
二
人
し
て
出
か
け
る
。
美
し
い
花
に
心
を
踊
ら

し
、
遠
く
の
東
方
に
見
え
る
奥
辺
戸
の
崎
や
、
今
帰
仁
城
あ
た
り
ま
で
眺
め
ら
れ
る
こ
と
を

供
と
語
り
合
う
。
西
方
に
伊
江
島
を
見
、
仲
村
渠
真
嘉
戸
ぐ
ゎ
の
美
し
さ
を
の
べ
、
歌
の
や

り
と
り
し
た
こ
と
な
ど
、
真
嘉
戸
ぐ
ゎ
へ
の
思
い
を
語
る
。

第
三
段…

…

真
嘉
戸
ぐ
ゎ
は
、
船
筑（

登
之）

の
案
内
で
、
無
事
伊
是
名
浜
へ
つ
く
。
そ

し
て
原
・
浜
遊
び
を
し
て
い
る
松
金
と
供
に
あ
う
。
縁
の
深
さ
を
味
わ
う
。
二
人
は
再
会
を

喜
び
あ
い
、
手
を
と
り
あ
っ
て
踊
り
な
が
ら
松
金
の
屋
敷
へ
戻
る
。

第
四
段…

…

真
嘉
戸
ぐ
ゎ
が
、
こ
っ
そ
り
家
を
出
て
、
二
十
日
あ
ま
り
も
音
信
が
な
い
の

で
、
両
親
は
心
配
し
て
病
床
に
つ
い
て
い
る
こ
と
を
、
仲
村
渠
使
が
の
べ
、
伊
是
名
島
へ
渡

る
。
真
嘉
戸
ぐ
ゎ
に
、
親
孝
行
だ
と
思
っ
て
帰
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
、
真
嘉
戸

ぐ
ゎ
は
承
知
す
る
。
松
金
と
真
嘉
戸
は
、
再
会
を
約
束
し
て
別
れ
る
。

当
間
一
郎
氏
は
組
踊「

仲
村
渠
真
嘉
戸」

に
つ
い
て
、「

組
踊
で
は
西
の
松
金
様
に
思
い
を

よ
せ
る
積
極
的
な
女
と
し
て
設
定
さ
れ
、
舟
頭（

伊
平
屋
島
通
い）

に
頼
ん
で
伊
平
屋
島
へ

出
か
け
て
、
思
い
を
成
就
さ
せ
る
明
る
い
主
人
公
像
に
仕
上
っ
て
い
る」「

若
き
二
人
の
愛
が

つ
づ
ら
れ
て
お
り
、
明
る
く
、
主
体
的
に
行
動
す
る
真
嘉
戸
像
が
は
っ
き
り
と
出
て
た
の
も

し
い
。
伊
是
名
島
の
景
観
の
み
ご
と
さ
を
の
べ
な
が
ら
真
嘉
戸
の
思
い
の
深
さ
、
そ
れ
に
呼

応
す
る
か
の
よ
う
に
、
松
金
の
心
が
美
し
く
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
作
者
の
力
量
が
抜
群
で
、

土
地
柄
を
熟
知
し
た
、
セ
ン
ス
あ
る
人
の
手
に
な
る
も
の
と
見
た
い」

と
評
価
し
て
い
る
。

こ
の
組
踊「

仲
村
渠
真
嘉
戸」

の
内
容
は
、
伊
江
島
や
伊
是
名
島
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
伝

承
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
仲
村
渠
真
嘉
戸
の
伝
承
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、

若
い
男
女
の
恋
物
語
と
し
て
新
た
に
作
成
さ
れ
た
も
の
か
と
推
定
さ
れ
る
。
若
い
二
人
の
恋

愛
模
様
に
焦
点
を
あ
て
る
作
品
に
す
る
た
め
、
伝
説
前
半
の
恋
愛
部
分
の
み
を
描
き
、
伝
説

の
後
半
で
語
ら
れ
る
悲
劇
的
な
結
末
は
意
図
的
に
記
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
組
踊「

仲

村
渠
真
嘉
戸」

で
は
松
金
を「

西
の
松
金」

と
表
記
し
て
い
る
が
、
西（

ニ
シ）

は「

北」

を
意
味
す
る「

ニ
シ」

の
誤
記
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
伊
是
名

島
で
は
、
マ
カ
ト
の
恋
人
を「

イ
ハ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（

伊
平
屋
の
松
金）」

と
呼
び
、
尚
円
王
金

丸
を「
ニ
シ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（

北
の
松
金）」

と
呼
ん
で
区
別
し
て
い
る
。
伊
是
名
島
で
も
両
者

が
混
同
し
て
語
ら
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
組
踊「

仲
村
渠
真
嘉
戸」

の
作
者
も
混
同
し
て
マ

カ
ト
の
恋
人
を「
西
の
松
金」（

ニ
シ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ
・「

北
の
松
金」

の
意）

と
表
記
し
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る（
意
図
的
な
改
変
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る）

。
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な
お
、
先
に
み
た〈

事
例
２〉「

美
織
所
の
話」

の
話
者
が
、
後
半
部
分
で「

組
踊」

上
演

に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
平
成
四
年
八
月
一
日
の
伊
是
名
村
ま
つ
り
で
組
踊「

仲

村
渠
真
嘉
戸」

が
上
演
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
筆
者
は
伊
是
名
島
に
何
度
も
調
査
に

行
っ
て
い
る
が
、〈

事
例
２〉

は
筆
者
が
平
成
四
年
八
月
、
伊
是
名
村
ま
つ
り
終
了
直
後
に
行

っ
て
調
査
し
た
時
に
採
集
し
た
も
の
で
、「

こ
の
、
八
月
の
一
日
ね
、
組
踊
し
て
も
ら
っ
て」

と
は
っ
き
り
と
日
付
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
上
演
は
組
踊
台
本「

仲
村
渠
真
嘉
戸」

を
発

見
し
た
当
間
一
郎
氏
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
も
の
で
、
氏
は「

こ
の
組
踊
は
、
平
成
四
年

八
月
一
日
の
伊
是
名
村
ま
つ
り
で
上
演
さ
れ
、
大
好
評
を
博
し
た
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。

そ
の
際
に
は
二
年
近
く
を
か
け
て
台
本
研
究
等
を
綿
密
に
や
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
検
討
を
加
え

て
の
上
演
で
あ
っ
た」

と
述
べ
て
い
る
。

組
踊
は
各
地
方
の
村
踊
り
で
演
じ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
昭
和
四
十
一
年（

一
九
六
六）

に
刊
行
さ
れ
た『

伊
是
名
村
誌』

に
よ
る
と
、
伊
是
名
島
の
各
字
村
芝
居
で
古
来
か
ら
演
じ

ら
れ
て
来
た
組
踊
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

伊
是
名…

…

大
川
敵
討
、
姉
妹
敵
討
、
久
志
の
若
按
司
、
護
佐
丸

仲
田…

…

花
売
り
の
縁
、
手
水
の
縁
、
束
辺
名
、
屋
蔵
の
比
屋
、
姉
妹
敵
討

諸
見…

…

高
山
、
本
部
、
束
辺
名
、
中
城
若
松
、
森
川
の
子
、
銘
苅
子

勢
理
客…

…

伏
山
、
国
吉
の
比
屋
、
護
佐
丸
、
久
志
の
若
按
司
、
村
原
、
姉
妹
敵
討

組
踊「

仲
村
渠
真
嘉
戸」

台
本
中
に「

伊
是
名
原」

・「

伊
是
名
浜」

と
い
う
地
名
が
出

て
く
る
こ
と
か
ら
、
組
踊「

仲
村
渠
真
嘉
戸」

の
作
者
は
伊
是
名
島
に
取
材
に
来
た
可
能
性

が
高
い
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
伊
是
名
島
の
各
字
村
芝
居
リ
ス
ト
の
中
に「

仲
村
渠
真

嘉
戸」

の
名
が
な
い
こ
と
か
ら
、
伊
是
名
島
に
は
組
踊「

仲
村
渠
真
嘉
戸」

が
伝
わ
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
伊
是
名
島
に
伝
わ
る「

美
織
所
の
話」

そ
の
も
の
が
悲
恋
の
物
語
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
二
人
が
入
水
自
殺
し
た
こ
と
や
遺
念
火
の
話
が
現
在
で
も
生
々
し
く
語

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
上
演
を
意
図
的
に
避
け
た
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
単
に
台
本
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

結
　
語

以
上
で
、
伊
是
名
島
の
人
々
の
間
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
美
織
所
伝
説
に
関
す
る
筆
者
な

り
の
考
察
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

現
在
の
沖
縄
諸
島
で
は
、
広
く
琉
歌「

仲
村
渠
節」

が
歌
わ
れ
て
お
り
、
伊
平
屋
の
松
金

と
伊
江
島
の
ナ
カ
ン
カ
リ
マ
カ
ト
と
の
悲
恋
の
伝
説
も
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
仲
村
渠
節
が

い
つ
頃
か
ら
歌
わ
れ
て
い
た
の
か
は
良
く
わ
か
ら
な
い
が
、
屋
嘉
比
朝
寄
編『

屋
嘉
比
工
工

四』

に「

仲
村
渠
節」

が
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
屋
嘉
比
朝
寄
が
亡
く

な
っ
た
一
七
七
五
年
以
前
に
は
歌
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
一
七
〇
〇
年
代
の
半
ば
頃
、
つ
ま
り
十
八
世
紀
半
ば
頃
に
は
マ
カ
ト
を
め
ぐ
る

事
件
が
発
生
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

マ
カ
ト
が
住
ん
で
い
た
伊
江
島
で
は
、
伊
平
屋
の
松
金
が
舟
で
や
っ
て
き
て
美
し
い
マ
カ

ト
と
会
っ
た
こ
と
、
マ
カ
ト
は
海
苔
採
り
に
行
く
ふ
り
を
し
て
伊
江
島
北
部
の
後
浜
で
松
金

に
会
っ
て
い
た
こ
と
、
嫉
妬
し
た
伊
江
島
の
青
年
た
ち
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
二
人
が
入
水
自

殺
し
た
こ
と
、
二
人
の
遺
念
火
が
今
も
伊
江
島
の
北
海
岸
に
現
れ
る
こ
と
な
ど
が
語
り
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
松
金
が
住
ん
で
い
た
伊
是
名
島
で
は
、
チ
ジ
ン
山
の
中
腹
に
あ
る「

美
織
所」

と
呼

ば
れ
る
平
ら
な
岩
の
起
源
と
し
て
マ
カ
ト
の
伝
説
が
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
マ
カ
ト
は
松

金
に
会
う
た
め
に
伊
是
名
島
に
来
て
、
こ
の
岩
の
上
で
松
金
に
渡
す
布
を
織
り
な
が
ら
待
っ

た
と
い
う
。
こ
の
伊
是
名
島
に
あ
る「

美
織
所」

と
い
う
岩
を
め
ぐ
る
伝
説
は
、
伊
是
名
島

の
み
で
語
ら
れ
て
お
り
、
伊
江
島
で
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。

伊
是
名
島
で
は
、
マ
カ
ト
の
恋
人
を「

イ
ハ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（

伊
平
屋
の
松
金）」

ま
た
は

「
マ
チ
ガ
ニ（

松
金）」

と
呼
び
、
尚
円
王
金
丸
を「

ニ
シ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（

北
の
松
金）」

と
呼

ん
で
区
別
し
て
い
る
。
し
か
し
、
伝
承
の
世
界
で
は
両
者
を
混
同
し
て
語
る
場
合
が
あ
る
。

尚
円（
一
四
一
五
～
一
四
七
六）

は
マ
カ
ト
の
時
代
よ
り
数
百
年
も
前
の
人
物
で
あ
る
の
で
、

イ
ハ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（

伊
平
屋
の
松
金）

と
ニ
シ
ヌ
マ
チ
ガ
ニ（

北
の
松
金）

は
全
く
の
別
人

で
、
明
ら
か
な
誤
認
で
あ
る（

マ
カ
ト
の
事
件
が
十
八
世
紀
半
ば
頃
の
こ
と
だ
と
す
る
と
約

三
百
年
の
差
が
あ
る）
。
ど
ち
ら
も
マ
チ
ガ
ニ（

松
金）

と
い
う
名
な
の
で
、
混
乱
が
生
じ
た

沖縄県伊是名島の美織所伝説

（

26）

（

27）
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も
の
と
思
わ
れ
る
。

伊
是
名
島
で
は
松
金
と
マ
カ
ト
に
関
係
す
る
琉
歌
が
複
数
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
松
金
と
マ

カ
ト
に
関
係
す
る
琉
歌
の
内
容
は
、
伊
是
名
島
で
語
ら
れ
る「

美
織
所」

伝
説
の
語
り
に
影

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
、
松
金
と
マ
カ
ト
に
関
係
す
る
琉
歌
の
存
在

が
、「

美
織
所」
伝
説
を
伝
え
る
力
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

伊
是
名
島
で「
美
織
所」

と
称
さ
れ
て
い
る
平
ら
な
岩
の
周
辺
は
、
か
つ
て
伊
是
名
集
落

の
若
者
た
ち
が
集
合
し
て
遊
ん
だ
場
所
で
、
主
婦
や
若
い
娘
た
ち
は
夏
に
な
る
と
こ
の
岩
の

上
に
仮
小
屋
を
建
て
て
布
を
織
っ
た
と
い
う
。
こ
の
岩
の
あ
る
場
所
は
、
チ
ジ
ン
山
の
中
腹

に
位
置
す
る
小
高
い
所
で
、
集
落
か
ら
適
度
に
離
れ
、
風
が
良
く
通
り
、
見
晴
ら
し
も
良
い

場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
者
た
ち
の
遊
び
場
所
や
夏
季
の
布
織
り
場
所
に
使
わ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
伊
是
名
島
の
琉
歌
の
一
つ
に「
仲
村
渠
マ
カ
テ
七
ひ
ぢ
ち
布
や
　
伊
平
屋
の

松
金
が
遊
び
手
拭」

と
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
マ
カ
ト
は
恋
人
の
松
金
が「

モ
ー
ア
シ
ビ」

（

若
者
た
ち
が
集
合
し
て
遊
ぶ
こ
と
を
い
う）

で
使
う
手
ぬ
ぐ
い
を「

美
織
所」

と
称
さ
れ
る

岩
の
う
え
で
織
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
琉
球
文
化
に
お
い
て
は
、
恋
人
に
娘
が
手

ぬ
ぐ
い
を
織
っ
て
贈
る
と
い
う
風
習
が
あ
っ
た
。
マ
カ
ト
が「
美
織
所」

と
称
さ
れ
る
岩
の

う
え
で
布
を
織
っ
た
と
い
う
伝
承
は
、
こ
の
風
習
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
興
味
深
い
。
若
者
た
ち
の
遊
び
場
所
で
も
あ
り
、
娘
た
ち
の
布
織
り
場
所
で
も
あ
っ

た
と
い
う
こ
の「

美
織
所」

と
称
さ
れ
る「

岩」

が
、
マ
カ
ト
の
恋
物
語
の
由
来
と
結
び
つ

け
ら
れ
て
伊
是
名
島
で
語
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
、
事
物
起
源
伝
説
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で

も
注
目
さ
れ
る
。

近
年
、
石
垣
島
で
組
踊「

仲
村
渠
真
嘉
戸」

の
台
本
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

松
金
と
マ
カ
ト
に
関
す
る
伝
説
が
組
踊
の
テ
ー
マ
に
採
用
さ
れ
る
ほ
ど
広
く
知
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
組
踊「

仲
村
渠
真
嘉
戸」

台
本
中
に「

伊
是
名
原」

・「

伊
是
名
浜」

と

い
う
地
名
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
組
踊「

仲
村
渠
真
嘉
戸」

の
作
者
は
伊
是
名
島
に
取
材

に
来
た
可
能
性
が
高
い
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
伊
是
名
島
の
各
字
村
芝
居
リ
ス
ト
の
中

に「

仲
村
渠
真
嘉
戸」

の
名
が
な
い
こ
と
か
ら
、
伊
是
名
島
に
は
組
踊「

仲
村
渠
真
嘉
戸」

が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
稿
で
は
、
伊
是
名
島
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
マ
カ
ト
と
松
金
を
め
ぐ
る
伝
説
を
中
心
に
考

察
し
て
み
た
。
も
う
一
方
の
伊
江
島
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
マ
カ
ト
と
松
金
を
め
ぐ
る
伝
説
に

関
す
る
考
察
は
、
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
す
る
。

〈

注〉

（

１）

原
田
信
之「

伊
平
屋
列
島
に
お
け
る
降
臨
神
話」（「

奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
学」

第
一
号
、

二
〇
〇
一
・
３）

。

（

２）

原
田
信
之「

屋
蔵
大
主
と
鮫
川
大
主―

第
一
尚
氏
始
祖
伝
説
を
中
心
に―

」（「

奄
美
沖

縄
民
間
文
芸
研
究」

第
一
七
号
、
一
九
九
四
・
７）

・「

琉
球
王
朝
始
祖
伝
説―

第
二
尚

氏
尚
円
王
を
中
心
に―

」（「

説
話
・
伝
承
学」

第
八
号
、
二
〇
〇
〇
・
４）

参
照
。

（

３）『

沖
縄
民
俗
辞
典』（

吉
川
弘
文
館
・
二
〇
〇
八）

、「

琉
歌」

の
項（

波
照
間
永
吉
氏
執

筆）

。

（

４）

島
袋
盛
敏
氏
・
翁
長
俊
郎
氏『

標
音
評
釈
琉
歌
全
集』（

武
蔵
野
書
院
・
一
九
六
八）

、

五
四
～
五
五
頁
。
歌
詞
と
訳
は
同
書
に
よ
る
。
な
お
、
本
歌
の〔

語
意〕

の
項
に「「

仲

村
渠」

伊
江
島
の
旧
家
。
こ
の
家
に
美
し
い
一
人
娘
が
い
て
、
恋
人
と
の
会
う
瀬
が
自
由

で
な
か
っ
た
と
の
物
語
が
あ
る
。「

そ
ば
い
ど」

側
戸
ま
た
は
背
戸
。
家
の
裏
側
に
あ
る

戸
。「

ま
す
だ
れ
は
下
げ
て」

父
母
が
留
守
で
安
全
と
い
う
信
号
。
も
し
す
だ
れ
が
下
が

っ
て
い
な
い
場
合
は
父
母
在
宅
で
危
険
だ
と
い
う
約
束
。「

あ
に
あ
ら
は
も
と
ま
ば」

そ

う
と
思
わ
れ
た
ら
、
即
ち
す
だ
れ
が
下
っ
て
い
る
と
思
っ
た
ら」

と
あ
る
。

（

５）

琉
球
大
学
附
属
図
書
館
伊
波
普
猷
文
庫
所
蔵『

屋
嘉
比
工
工
四』（「

琉
球
大
学
学
術
リ

ポ
ジ
ト
リ」

写
本
画
像
、
十
二
丁
裏）

に
よ
っ
た
。

（
６）

琉
球
大
学
附
属
図
書
館
伊
波
普
猷
文
庫
所
蔵『

琉
歌
百
控』「

上
編
　
琉
球
百
控
乾
柔

節
流」

写
本（「

琉
球
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ」

写
本
画
像
、
九
丁
表）

に
よ
っ
た
。
外

間
守
善
氏
校
注『

琉
歌
百
控』（

岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系『

田
植
草
紙
　
山
家
鳥
虫

歌
　
鄙
廼
一
曲
　
琉
歌
百
控』

岩
波
書
店
・
一
九
九
七
所
収）

、
三
八
五
頁
参
照
。

（

７）

注
６
の
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収『

琉
歌
百
控』

は「

仲
柄
節」

の
二
字
目
を

木
偏
の「

柄」
で
は
な
く
手
偏
と
す
る
が（

三
八
五
頁）

、
伊
波
普
猷
文
庫
所
蔵『

琉
歌

原田信之

（

29）

（

28）
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百
控』

写
本
か
ら「

柄」

が
適
当
と
判
断
し
た
。

（
８）

国
頭
郡
教
育
部
会
編（

島
袋
源
一
郎
氏
著）『

沖
縄
県
国
頭
郡
志』（

初
版
一
九
一
九
、

沖
縄
出
版
会
・
三
版
一
九
六
七）

、
三
二
一
～
三
二
二
頁
。

（

９）
注
８
の『

沖
縄
県
国
頭
郡
志』

、
七
～
一
一
頁
。

（

10）

仲
田
清
英
氏『

伊
平
屋
列
島
文
化
史』（

私
家
版
・
一
九
七
四）

、
一
四
五
二
頁
。『

伊

江
島
の
民
話』（
伊
江
村
教
育
委
員
会）

、
五
七
八
～
五
七
九
頁
。

（

11）

話
者
は
沖
縄
県
島
尻
郡
伊
是
名
村
字
諸
見
の
男
性（

Ｍ
45
生）

。
平
成
四
年（

一
九
九

二）

八
月
十
八
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（

12）

注
10
の『

伊
平
屋
列
島
文
化
史』
、
一
四
四
七
頁
。

（

13）

話
者
は
沖
縄
県
島
尻
郡
伊
是
名
村
字
伊
是
名
の
女
性（

Ｓ
６
生）

。
平
成
四
年（

一
九

九
二）

八
月
十
五
日
・
原
田
調
査
、
採
集
稿
。

（

14）『

い
ぜ
な
島
の
民
話』（

伊
是
名
村
教
育
委
員
会
・
一
九
八
三）

所
収「

美
織
所
の
話」

の
話
者（

明
治
三
十
一
年
生
の
男
性）

も「

尚
円
王」
と「

仲
村
渠
マ
カ
テ
ー」

の
話
と

し
て
語
っ
て
い
る
。
伊
江
島
で
も「

マ
カ
ト」

と「
尚
円
王」

の
話
と
し
て
語
る
話
者
が

多
数
い
る（

注
10
の『

伊
江
島
の
民
話』

参
照）

。

（

15）『

琉
球
史
料
叢
書
第
五』（

井
上
書
房
・
一
九
六
二）

所
収『
中
山
世
鑑』

巻
四
、
五
一

～
五
七
頁
。

（

16）

注
14
の『

い
ぜ
な
島
の
民
話』

所
収「

尚
円
の
係
る
琉
歌」

、
二
四
八
頁
。
歌
と
訳
は

「

尚
円
の
係
る
琉
歌」

に
よ
っ
た
。

（

17）

注
10
の『

伊
平
屋
列
島
文
化
史』

、
一
三
二
二
頁
。

（

18）

中
本
弘
芳
氏
編『

伊
是
名
村
誌』（

伊
是
名
村
役
所
・
一
九
六
六）

、
三
九
三
頁
。

（

19）

字
伊
是
名
の
原
名
と
位
置
は
、『

伊
是
名
村
史
下
巻』（

伊
是
名
村
・
一
九
八
九）

、
二

五
〇
頁
の「

字
伊
是
名」

地
図
参
照
。

（

20）

注
10
の『

伊
平
屋
列
島
文
化
史』

、
一
四
五
〇
～
一
四
五
一
頁
。

（

21）

注
14
の『

い
ぜ
な
島
の
民
話』

所
収「

伊
平
屋
の
松
金
と
仲
村
渠
マ
カ
に
係
る
琉
歌」

、

二
四
五
～
二
四
六
頁
。
歌
と
訳
は
す
べ
て「

伊
平
屋
の
松
金
と
仲
村
渠
マ
カ
に
係
る
琉
歌」

に
よ
っ
た（

仲
村
渠「

マ
カ」

は「

マ
カ
テ」

の
誤
記
と
思
わ
れ
る）

。
な
お
、
五
首
目

の
訳
に「

愛
し
い
マ
カ
テ
の
美
し
い
顔
が
ま
っ
て
あ
る」

と
あ
る
が
、
引
用
に
際
し「

あ」

を
誤
植
と
み
て「

愛
し
い
マ
カ
テ
の
美
し
い
顔
が
ま
っ
て
い
る」

と
改
変
し
た
。

（

22）

注
３
の『

沖
縄
民
俗
辞
典』（

吉
川
弘
文
館
・
二
〇
〇
八）

、「

組
踊」

の
項（

波
照
間

永
吉
氏
執
筆）

。『

沖
縄
大
百
科
事
典』（

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
・
一
九
八
三）

、「

組
踊」

の

項（

当
間
一
郎
氏
執
筆）

。

（

23）

当
間
一
郎
氏「〈

史
料
紹
介〉

組
踊「

仲
村
渠
真
嘉
戸」

に
つ
い
て」（

沖
縄
県
立
図
書

館「

史
料
編
集
室
紀
要」

第
一
六
号
、
一
九
九
一
・
３）

、
同
氏『

組
踊
写
本
の
研
究』

（

第
一
書
房
・
一
九
九
九）

。

（

24）

注
23
の
当
間
一
郎
氏『

組
踊
写
本
の
研
究』

、
九
〇
～
九
一
頁
。

（

25）『

沖
縄
古
語
大
辞
典』（

角
川
書
店
・
一
九
九
五）

、「

に
し【

北】」

の
項
に
、「

北
。
普

通
、
北
を
ニ
シ
と
い
う
。
西
は
イ
リ
。（

略）
[

補
説]「

西」

は
、
方
言
の
ニ
シ（

北）

を

漢
字
の「

西」

に
誤
っ
て
宛
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
と
も
解
釈
で
き
る
場
合
も
多

い」

と
あ
る
。

（

26）

注
23
の
当
間
一
郎
氏『

組
踊
写
本
の
研
究』

、
一
〇
〇
頁
。

（

27）

注
18
の『

伊
是
名
村
誌』（

伊
是
名
村
役
所
・
一
九
六
六）

、
三
四
八
頁
。

（

28）『

沖
縄
文
化
史
辞
典』（

東
京
堂
出
版
・
一
九
七
二）

の「

モ
ー
あ
そ
び
　
モ
ー
遊
び」

の
項
に「

農
村
で
、
夜
に
な
っ
て
、
若
い
男
女
が
モ
ー（

野
原）

に
出
て
遊
ぶ
こ
と
を
い

う（

略）

。
月
夜
の
晩
な
ど
、
若
い
男
女
が
、
部
落
の
は
ず
れ
の
適
当
な
芝
生
の
広
場
を

遊
び
場
と
し
て
落
ち
あ
い
、
夜
ふ
け
ま
で
遊
び
ふ
け
っ
た
。
三
味
線
を
ひ
く
若
者
が
必
ず

お
り
、
男
女
う
ち
ま
じ
っ
て
円
陣
を
つ
く
っ
て
す
わ
り
、
三
味
線
の
音
に
あ
わ
せ
て
、
い

わ
ゆ
る
モ
ー
ア
シ
ビ
ー
歌
を
う
た
い
、手
拍
子
を
う
ち
男
女
う
ち
ま
じ
り
の
踊
が
あ
っ
た」

と
あ
る
。

（
29）
注
28
の『

沖
縄
文
化
史
辞
典』

の「

て
さ
ー
じ
　
手
巾」

の
項
に「

昔
、
農
村
で
は
男

女
が
恋
を
し
た
時
、
娘
が
男
に
、
自
分
の
魂
の
し
る
し
と
し
て
手
ず
か
ら
織
っ
た
手
巾
を

贈
る
な
ら
わ
し
が
あ
っ
た
と
い
う」

と
あ
る
。

沖縄県伊是名島の美織所伝説
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〔

付
記〕

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
平
成
二
十
三
年
度
～
二
十
六
年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究

Ｃ
・
研
究
課
題「

南
西
諸
島
に
お
け
る
事
物
起
源
伝
説
の
調
査
研
究」（

課
題
番
号23520236）

お
よ
び
平
成
二
十
六
年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
Ａ
・
研
究
課
題「

琉
球
言
語
資
料
の
デ

ジ
タ
ル
化
と
そ
の
活
用
方
法
の
研
究」（

課
題
番
号24242036）

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

連
絡
先：

原
田
信
之
　
　
　

新
見
公
立
大
学
看
護
学
部
　
〒
七
一
八
︱
八
五
八
五
　
新
見
市
西
方
一
二
六
三
│
二

（

二
〇
一
四
年
十
一
月
十
九
日
受
理）

原田信之


